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本研修の内容

Ⅰ. 居住者・非居住者
の区別

ベトナムにおける居住ステータス

の判定基準と、それに基づく課税

範囲・税率の違い。

Ⅱ〜Ⅲ. 居住証明書・
申告書類の選択

外国居住証明書の取得手続きと租

税条約（DTA）の適用、適切な申

告様式の選択方法。

Ⅳ〜Ⅶ. 特殊な納税期
間・控除規定

初回・最終の確定申告期間の確定

方法、海外保険料控除、海外納付

税額の控除ルール。



第Ⅰ章

居住者と非居住者の区別

居住ステータスの正確な判定は、課税対象所得の範囲と適用税率を決定する最も重要なステップです。

居住者（Residents）

全世界所得（Global Income）に課税

累進税率：5%〜35%

非居住者（Non-residents）

ベトナム源泉所得のみに課税

一律固定税率：20%

居住者の判定基準（いずれか1つを満たす場合）

滞在日数：暦年または最初の入国日から12ヶ月連続で、183日

以上ベトナムに滞在

住所：一時滞在証または永住証に登録された住所を有する、

または183日以上の賃貸契約（複数契約の合算可）

非居住者の判定基準

滞在日数が183日未満、かつ

有効な定住住所を有しない場合

→ 上記居住者要件をいずれも満たさない個人が該当します。



第Ⅰ章

居住者の課税詳細

課税対象所得の範囲

全世界所得（Global Income）

—ベトナム国内外問わず、どこで支払わ
れたかに関係なく発生した全ての所得が

対象。

計算方法・税率

給与・賃金所得に対して累進税率5%〜
35%を適用。

控除項目

人的控除（本人：月155万VND、扶養家

族：1人月62万VND）、強制保険料控除、
寄付・慈善控除が適用可能。

非居住者の課税詳細

課税対象所得の範囲

ベトナム源泉所得（Vietnam-sourced 
Income）のみ。
所得の受取場所（ベトナム国内か国外か）

は問いません。

計算方法・税率

給与・賃金所得に対して一律20%の固定
税率を適用。

控除の適用

人的控除、保険料控除、寄付控除は一切

適用不可。



第Ⅱ章

外国居住証明書と租税条約（DTA）の
適用
外国人個人は、以下のいずれかの場合に外国税務当局が発行する税務上の居住証明書（Tax 
Residency Certificate - TRC）を取得・提出する必要があります。

01

ベトナム非居住者であることの証明

ベトナムに定住住所（183日以上の賃貸契約）は
あるが滞在日数が183日未満の場合、他国・地域
の居住者であることを証明するために必要。

02

租税条約（DTA）に基づく免税申請
ベトナムと当該国との間で締結された租税条約

の免税・減税規定をベトナム源泉所得に適用す

るために必要。

手続きと必要書類

1

STEP 1：原本取得
対応する課税年度の居住証明書原本を外国

税務当局に申請・取得する。

2

STEP 2：領事認証・翻訳
取得した居住証明書に対して領事認証を行

い、その後ベトナム語への公証翻訳を実施

する。



第Ⅲ章

適切な個人所得税申告書類の選択
適切な様式の選択は、申告主体（企業が代理申告か個人が自己申告か）と申告期間（四半期か年次確定申告か）によって異なります。

ケース1：ベトナム企業のみからの
単一収入源

ベトナム企業が源泉徴収して納付。個人の

申告方法は、ベトナム人従業員と基本的に

同様。

ケース2：2収入源（相互清算なし）

・ベトナム企業分：企業が四半期ごとに様

式05/KK-TNCNで申告
・親会社分：個人が四半期ごとに様式

02/KK-TNCNで自己申告

ケース3：2収入源（ベトナム企業
が親会社へ全額精算）

・ベトナム企業分：企業が月次/四半期ごと
に様式05/KK-TNCNで申告
・親会社立替分：ベトナム企業が最終的な

支払者として、月次/四半期ごとに様式
05/KK-TNCNで申告

ケース3における重要ポイント

ベトナム子会社が親会社に給与立替を依頼していても、最終的な所得の支払者は

ベトナム企業であるため、ベトナム企業が源泉徴収義務を負います。この場合、

個人は単一収入源とみなされ、企業への確定申告委任（様式05/QTT-TNCN）が
引き続き認められます。

各ケースの申告様式まとめ

05/KK-TNCN：企業による源泉徴収申告

02/KK-TNCN：個人の自己申告（四半期）

05/QTT-TNCN：企業が代理で行う年次確定申告



第Ⅳ章

外国人の初回個人所得税確定申告期間の確定
初めてベトナムに赴任する専門家・労働者の初回確定申告期間は、最初の暦年の実際の滞在日数に基づいて決定されます。

判定結果

≥183日 → 初回期間

STEP2 滞在日数
最初入国日から12ヶ月確認

居住者の場合

最初の入国日〜当該年12/31

STEP1 居住判定
暦年12/31までを判定

STEP 1：暦年（12/31まで）での居住判定
居住者と判定→ 最初の入国日〜当該年12/31が初回確定
申告期間。

非居住者と判定→ STEP 2へ進む。

STEP 2：最初の入国日から12ヶ月連続の滞
在日数確認

183日以上→ 最初の入国日から12ヶ月連続が初回確定申
告期間。

183日未満→ 非居住者として確定、初回期間の確定申告
義務なし。



第Ⅴ章

外国人が帰国する際の最終申告期間

出国時点で非居住者の場合

確定申告手続きは不要。月次・四半期の通常申告のみ実施。

出国時点で居住者の場合

給与・賃金所得について確定申告が必要。申告書類の提出期限

は出国日から45日以内。確定申告の義務は個人にあります（民
法に基づく委任の場合を除く）。

居住者の最終確定申告期間（帰国時）

最終確定申告期間は、帰国年の1月〜労働契約終了月かつベトナム出国月
（月単位で算入）まで。

労働契約終了後に出国が翌月になる場合（例：8月に契約終了、9月に出
国）、税務当局が出国月（9月）まで確定申告を求めることがあります。規定

は未整備の部分もありますが、実務上リスクを避けるため、労働契約終了月

と出国月を一致させることを強く推奨します。

⚠️ 実務上の推奨事項

外国人専門家は、労働契約の終了月と同月にベトナムを出

国するよう事前にスケジュールを計画してください。これ

により、予期しない税務上のリスクを回避できます。



第Ⅵ章

海外で納付した強制保険料の控除

ベトナムにおける居住者に該当する外国人個人は、給与・賃金所得に係る個人所得税の計算において、海外で納付済みの強制保

険料を控除することができます。

控除対象の保険種類

強制社会保険、強制健康保険、強制失

業保険、および法律上加入が義務付け

られている職業賠償責任保険。

控除の適用条件

当該保険が、外国人の国籍国または勤

務地の国の法律により強制加入と定め

られていること。

証明書類の要件

保険機関からの領収書の写し、または

所得支払機関による保険料控除・納付

に関する確認書が必要。外国語の書類

はベトナム語への公証翻訳が必須。



第Ⅶ章

海外納付税額のベトナム税額からの控除

控除の基本原則

ベトナム居住者が海外で発生した所得に

対して当該国で個人所得税を納付した場

合、その納付済税額をベトナムで納付す

べき個人所得税から控除することができ

ます。

控除限度額（上限）

控除できる税額は、海外源泉所得に按分

したベトナム税法上の税額を超えること

はできません。

海外納付税額が上限を超える場合、超過

分は控除不可かつ翌年への繰越も不可。

必要書類

外国税務当局発行の納税証明書原本、ま

たは銀行・海外所得支払機関からの納

税・源泉徴収証明書のコピー。全書類は

ベトナム語への翻訳が必要。

控除計算の考え方

控除可能な金額は次の算式で求めた上限額を超えられません：

控除限度額 ＝ ベトナム税法による総税額 × （海外源泉所得 ÷ 全世界総所得）

実際の海外納付額がこの限度額を下回る場合は、実際の納付額が控除されま

す。

⚠️ 注意事項

海外での納付税額が控除限度額を超えた場合、超過部分は

いかなる場合も控除不可であり、翌年以降への繰越も認め

られていません。
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